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研究成果の概要（和文）：大阪府立大学所蔵の椿亭文庫（日本近世演劇を中心とする土田衞氏旧

蔵の文献資料）のうち、番付（配役を中心とする上演の一次資料）・絵づくし（挿絵を中心とす

る筋書）の目録を整備し、刊行した。また、同文庫中の台帳（江戸時代の歌舞伎脚本）『扇矢数

四十七本』の翻刻・解題および関連する役者評判記の記事や初演時の番付・絵づくしを活字化

して紹介した。さらに、この作品の演出について、画像化によって考察した。 
 
研究成果の概要（英文）：We made a catalogue of programs and summaries with pictures in 
the Chintei collection（the documents about Kabuki which were owned by Prof.Tsuchida 
Mamoru）which is now in the library of Osaka Prefecture University. We also published a 
reprint and explanatory notes on ”Ougi-yakazu 47hon” and introduced the programs and 
summaries with pictures about it. Moreover, we studied the stage effects of the drama by 
graphics. 
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１．研究開始当初の背景 
（1）歌舞伎をはじめとする近世演劇に対す
る国際的な関心が高まっている現状にあっ
て、近世演劇関係の資料はかなり整備されて
きている。しかし、まだ資料紹介の段階にと
どまっていて、既刊資料の利用はいまだ不十
分であり、実証的な研究がなされておらず、

演劇文化形成という広範な視点からの資料
を活用した研究が要求されていた。 
 
（2）大阪府立大学には、近世演劇資料がそ
の大部分を占める椿亭文庫が所蔵されてい
るが、その紹介はまだ一部にしかすぎず、目
録も整備されていなかった。そのため、整理
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検討の第一段階として、保存環境を良好に保
ちつつ、目録を早急に作成する必要があった。
また、椿亭文庫には孤本の歌舞伎台帳（脚本）
等が収蔵されており、歌舞伎の演出等、作品
の全体像を把握する貴重な資料として、考察
する意義が認められた。 
 
（3）近年、画像資料の研究が重要視される
ようになってきている。近世演劇研究におい
ても、画像資料に配慮することは不可欠とな
っているが、継続的に多数の出版があった役
者評判記の挿絵の研究は、いまだ皆無に等し
い。絵入狂言本等、他の画像資料についても
同様の状況にある。そこで、当時の出版文化
を考える上からも、まず役者評判記の挿絵研
究に着手することは、喫緊の課題となってい
た。 
 
 
２．研究の目的 
（1）椿亭文庫の蔵書を中心に、台帳や絵入
根本（挿絵をともなう台帳の版本）を素材と
して、作品の内容を深く読み込み、演出携帯
を推測する。その際、番付（配役等の上演時
の資料）等の他の上演関連資料を援用するこ
とにより、江戸期の歌舞伎演出の実態を総合
的に明らかにする。 
 
（2）椿亭文庫の中で未整理であった番付や
絵づくし（挿絵による筋書き本）の目録を作
成する。すでに立命館大学アート・リサーチ
センターによって、椿亭文庫に収められてい
る番付等の一枚刷り資料が、デジタル・アー
カイブとして公開されているが、この画像資
料との情報の連携を図り、演劇文化形成考察
のための資料を充実させる。 
 
（3）役者評判記の挿絵を多数収集し、個別
の歌舞伎演目の実態を推察する資料とする。
そのために、画像資料である役者評判記の挿
絵の信頼度を考察して行く。それとともに、
役者評判記の挿絵を、絵入狂言本や絵づくし
等、他の歌舞伎関係資料に収められている画
像資料と比較検討し、役者評判記の挿絵の位
置づけを確実なものとする。 
 
 
３．研究の方法 
（1）椿亭文庫所蔵の番付・絵づくしの悉皆
調査を実施し、その情報を電子ファイルにデ
ータ化し、目録を作成する。立命館大学アー
ト・リサーチセンターで公開されている画像
資料の情報にもとづき、近世演劇研究を専門
とする研究協力者 2 名（森谷裕美子・川端咲
子）を中心として、情報を補訂する。この全
体を研究代表者が監修し、正確な目録を刊行
し、椿亭文庫の資料を広く知らしめる。また、

その際、今後の椿亭文庫の利用の便を図って、
年代別に整理し保存する。 
 
（2）椿亭文庫所蔵の歌舞伎台帳・絵入根本
を翻刻し、他機関の所蔵する番付・絵づく
し・役者評判記等の関連資料も併せて収集し
翻刻する。本課題研究においては、台帳『扇
矢数四十七本』を取り上げる。研究代表者が
これを翻刻し、研究協力者 4 名（森谷裕美子・
川端咲子・松葉涼子・渕田恵子）が各地の大
学・研究所等に所蔵されている関連資料の収
集にあたる。 
 
（3）①上記（2）にもとづいて『扇矢数四十
七本』の研究会を開催し、この作品を叩き台
として、本文を熟読し、江戸時代の歌舞伎演
出を推測する。関連作品の台帳や番付等を参
考資料として、台帳の省筆部分を考え、極力
具体的に作品の全体像を推測する。 
   ②この際、台帳本文から推測される舞
台面のデジタル画像資料を研究協力者が作
成して、登場人物の登退場など、演出の一部
を可視化する。演出の不明な部分については、
現行の歌舞伎演出を参考として考える。 
 
（4）①役者評判記の挿絵は小さくて細部が
見づらいため、拡大資料を作成する（約 700
点）。一点ずつを詳細に検討し、役者評など
の文字資料との比較により、挿絵に描かれて
いる内容が実際に上演されたものかどうか
を検討し、信頼度を確定する。 
   ②同一興行に対して二種以上が出版さ
れている役者評判記の挿絵にとくに注目し、
比較することによって、さらにその信頼度を
確実なものとする。そこから、当時の出版界
をリードしていた八文字屋と江島屋の競作
についての戦略をも探って行く。 
 
 
４．研究成果 
（1）①椿亭文庫所蔵の番付・絵づくしの情
報を網羅した「椿亭文庫所蔵歌舞伎番付目
録」を刊行した。これにより、椿亭文庫の存
在が広く知られるようになり、閲覧希望者が
増加した。 
   ②また、立命館大学アート・リサーチ
センターによるデジタル・アーカイブ（椿亭
文庫の一枚刷りの画像資料）の利用がいっそ
う便利なものとなり、このデジタル・アーカ
イブの情報の誤りを訂正して正確な情報を
得られるようになった。 
 
（2）①研究代表者は、椿亭文庫所蔵の台帳
『扇矢数四十七本』を翻刻し、解題を付した。
『扇矢数四十七本』の活字化による翻刻紹介
はこれが最初であり、近世演劇資料の充実の
観点からして価値のあるものである。この作



 

 

品は忠臣蔵物の初期の作品であり、関連する
歌舞伎作品は数多く、今後は関連作品との関
係などから、新たに作品の全体像を推測して
行くことができるものと考えられる。 
   ②また、この作品の上演に関連する番
付・絵づくし・役者評判記も、研究協力者が
併せて翻刻紹介した。台帳本編と関連資料を
総合的に考察することができるようになり、
今後、演出の変遷を考察する際の手がかりと
なる。 
 
（3）演出考察のためのデジタル資料を作成
した。具体的には、『扇矢数四十七本』台帳
のト書きから判明する大道具の位置や登場
人物の登退場を画像化し、当時の演出を総合
的・立体的に推測した。台帳の記述のみで不
明な部分は、現在の歌舞伎の常套的な演出を
参考にして推測した。画像作成による演出の
考察という方法は、これまでに例を見ない画
期的な方法と考えられる。 
 
（4）①同一興行に対して二種以上が出版さ
れている役者評判記を選び、一点ずつを子細
に検討した。その結果、挿絵中の評語が特定
の役者に付されたものであること、二種の挿
絵で構図等が酷似するものがあることなど
が判明した。これらは従来まったく考察され
ていなかった事柄である。 
   ②ここから、さらに当時の本屋（出版
社）の出版戦略（刊行時期を急いで先手を取
るか、後発でも情報量を充実させるかという
相違）までを推測することができた。今後は、
さらに挿絵の検討を行うことにより、出版文
化の中における演劇資料の位置づけを明ら
かにすることができるものと思われる。 
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